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題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

　

緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
を
受
け
、

₆
月
か
ら
休
業
要

請
が
ほ
ぼ
全
面
的

に
解
除
さ
れ
ま
し

た
。
不
安
を
残
し

つ
つ
も
「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
、

街
中
や
観
光
地
に
も
人
の
賑

わ
い
の
兆
し
が
見
え
、
日
常

が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

約
₂
ケ
月
の
自
粛
期
間
中

は
外
出
を
控
え
、「
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
＝
お
う
ち
に
い
よ

う
」と
い
う
言
葉
が
定
着
し
、

在
宅
に
い
る
時
間
が
増
え
た

こ
と
で
、
普
段
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
始
め
ら

れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
Ｇ
Ｗ
中
に
ト
マ

ト
や
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
に
オ

ク
ラ
な
ど
の
夏
野
菜
の
苗
を

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ま
し

た
。
花
が
咲
き
、
実
が
つ
き

始
め
、
日
に
日
に
大
き
く
育

っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と

収
穫
で
き
る
時
期
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

　

ま
た
、
家
に
居
る
時
間
が

増
え
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

な
か
な
か
片
付
け
が
で
き
な

か
っ
た
家
中
の
も
の
を
、
整

理
整
頓
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
自
粛
の
成
果
な
の

か
？ 

と
思
い
ま
す
。

　

気
象
庁
の
発
表
で
は
、
こ

の
夏
は
平
年
よ
り
気
温
が
高

く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
温
や
多
湿
と
い
っ
た

環
境
下
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
マ
ス
ク
着
用

は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

人
と
十
分
な
距
離
が
確
保
で

き
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
適
宜

は
ず
す
よ
う
に
し
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
を
す
る
な
ど
例

年
以
上
に
熱
中
症
に
は
気
を

付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｍ
）

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

兵
庫
県
民
会
館
、
横
尾
忠
則
現

代
美
術
館
、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
、

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
県
内
各
施
設
は
４
月
８

日
か
ら
臨
時
休
館
し
て
い
ま
し

た
が
、
６
月
か
ら
営
業
を
再
開

し
ま
し
た
。

　

再
開
に
あ
た
り
各
施
設
で

は
、
感
染
症
予
防
の
取
り
組
み

と
し
て
、
職
員
の
マ
ス
ク
着
用

や
受
付
に
飛
沫
防
止
シ
ー
ル
ド

の
設
置
、
館
内
の
清
掃
・
消
毒

の
強
化
、
館
内
の
空
調
・
換
気

の
徹
底
、
消
毒
液
の
設
置
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
利
用
の
皆
さ
ま

に
は
、マ
ス
ク
の
着
用
や
検
温
、

３
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密

接
）
の
回
避
、
利
用
人
数
の
制

限
な
ど
ご
協
力
や
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 兵

庫
県
民
会
館
な
ど　

６
月
か
ら
開
館

　

ご
利
用
内
容
や
ご
利
用
時
の

注
意
点
な
ど
、
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、

今
後
も
感
染
の
広
が
り
や
国
・

県
の
方
針
に
基
づ
き
、
必
要
に

応
じ
て
最
新
の
情
報
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
◆
◇

　

兵
庫
県
民
会
館
で
は
、
今
年

３
月
か
ら
開
催
を
見
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た

上
で
６
月
13
日
（
山
中
歩
夢 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
）
か
ら
再

開
し
ま
し
た
。
誰
も
が
気
軽
に

音
楽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
７
月
11
日

県民会館フロントには自動
体温測定カメラを設置。検
温にご協力ください

ロビーコンサートはソーシャルディスタンスを確保した座席配置で実
施。出演者も演奏時以外はフェースシールドとマスクを着用しました

     

新
進
芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

              

リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
・
プ
ラ
ス
が
ス
タ
ー
ト

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
発
表
の
機
会
が
減
少
し
て

い
る
兵
庫
県
に
か
か
わ
り
の
あ

る
芸
術
家
を
支
援
し
よ
う
と
新

規
事
業
「
新
進
芸
術
家
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
シ

リ
ー
ズ
・
プ●

●

●

ラ
ス
」
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
の
「
新
進
芸
術
家
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

シ
リ
ー
ズ
」
は
兵
庫
県
民
会
館

で
の
開
催
で
し
た
が
、
本
事
業

は
対
象
を
県
内
の
各
施
設
に
拡

げ
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
入
場

料
を
無
料
と
し
ま
し
た
。
た
だ

し
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

8　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
1

西
川
か
を
り　

箏
・
三
絃
リ
サ

イ
タ
ル

【
日
時
】
８
月
27
日
㈭
18
時

【
出
演
】
箏
・
三
絃
／
西
川
か

を
り

姫
路
市
出
身
。
箏
曲
宮
城
社
大

師
範
。
山
田
茂
子
師
、
中
井
猛

師
に
師
事
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
技
能

者
育
成
会
第
40
期
修
了
。
現
在

池
上
眞
吾
師
に
師
事
。「
大
阪

府
舞
台
芸
術
奨
励
新
人
」
に
認

定
。
長
谷
検
校
全
国
邦
楽
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
賞（
箏
部
門
１
位
）。

宮
城
道
雄
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
第

２
位
。
関
西
を
中
心
に
活
動
。

【
賛
助
出
演
】
箏
・
三
絃
／
池

上
眞
吾
、
十
七
絃
／
中　

眞
希

子
、
箏
／
村
上
洋
子
、
尺
八
／

國
見
政
之
輔

【
予
定
曲
目
】
尾
上
の
松
、
風

鈴
・
線
香
花
火
（
委
嘱
初
演
）

ほ
か

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け
ん

み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な
／
田

中
と
き
子
（
池
坊
）

9　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
2

秋
元
孝
介 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
９
月
18
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
秋
元
孝
介

西
宮
市
出
身
。
兵
庫
県
立
西
宮

高
等
学
校
音
楽
科
を
経
て
東
京

藝
術
大
学
、
同
大
学
院
修
士
課

程
を
修
了
。
こ
れ
ま
で
に
第
10

回
パ
デ
レ
フ
ス
キ
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
入
賞
、
２

０
１
８
年
に
は
葵
ト
リ
オ
と
し

て
第
67
回
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。
現
在

は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
日
本
で
演
奏
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

【
予
定
曲
目
】オ
ー
ル
シ
ョ
パ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
12
の
エ
チ
ュ
ー

ド 

作
品
10　

ほ
か

【
場
所
】兵
庫
県
民
会
館
け
ん
み

ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な
／
真
生
流

◇
◆
◇

入
場
整
理
券
の
入
手
方
法

【
定
員
】
両
公
演
と
も
１
０
０

人
程
度
（
要
入
場
整
理
券
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
ハ
ガ
キ
に
①
希

望
の
リ
サ
イ
タ
ル
名
②
〒
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話

番
号
⑤
希
望
の
人
数
（
１
枚
に

つ
き
２
名
ま
で
）を
記
入
の
上
、

当
協
会
「
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー

ズ
」係
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

当
選
結
果
は
入
場
整
理
券
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
●
西
川
か
を
り

リ
サ
イ
タ
ル
７
月
16
日
㈭
～
８

月
６
日
㈭
●
秋
元
孝
介
ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル
８
月
７
日
㈮
～
８

月
28
日
㈮

西川かをり

秋元孝介

文化振興部

http://hyogo-arts.or.jp

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
₆
₅
₀
︲
₀
₀
₁
₁
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
‐
16
‐
3

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXshinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

　
「
心
の
ぬ
く
も
り
と
手
づ
く

り
の
美
し
い
文
化
を
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
普
段
の
生
活
か

ら
創
り
出
さ
れ
た
、
ぬ
く
も
り

の
あ
る
手
工
芸
作
品
を
全
国
か

ら
募
集
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン

ク
ー
ル
。
今
年
は
原
田
の
森
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
よ

り
多
く
の
方
々
か
ら
ご
応
募
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
皆
さ
ま
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
資
格
】
手
工
芸
を
愛
好
す
る

女
性

【
応
募
作
品
部
門
】

◇
紙
工
芸
部
門
◇
ち
ぎ
り
絵
、

　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典

第32回全国手工芸コンクール
inひょうご

作品募集中 締切₉月₁₈日㈮

昨年の会場風景

切
り
絵
、ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス（
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
）、
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー 

等

◇
布
工
芸
部
門
◇
押
絵
、
つ
ま

み
絵
、
布
人
形
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
、
モ
ラ
工
芸
、

造
花
（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）
等

◇
糸
工
芸
部
門
◇
服
飾
、編
物
、

マ
ク
ラ
メ
、
し
し
ゅ
う
全
般
、

ダ
ネ
ラ
工
芸
、
レ
ー
ス
編
み
、

組
ひ
も
、
飾
り
結
び 

等

◇
工
芸
Ⅰ
部
門
◇
木
彫
、
か
ず

ら
工
芸
、
工
芸
盆
栽
、
陶
芸
、

粘
土
工
芸
、
銀
細
工
、
銀
線
七

宝
、
革
工
芸 

等

◇
工
芸
Ⅱ
部
門
◇
押
し
花
ア
ー

ト
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
カ
ー

ビ
ン
グ
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
、
ト

ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
そ
の
他

【
応
募
作
品
】
創
作
で
未
発
表

の
作
品
＊
１
人
何
点
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

【
作
品
規
格
】
平
面
＝
高
さ
２

４
０
㌢
以
内
（
幅
の
制
限
な

し
）、
立
体
＝
高
さ
１
５
０
㌢

×
幅
１
０
０
㌢
×
奥
行
き
60
㌢

以
内
＊
規
格
外
の
作
品
は
不
可
。

【
出
品
料
】
１
点
に
つ
き
２
０

０
０
円

【
締
切
】
９
月
18
日
㈮

【
賞
】
文
部
科
学
大
臣
賞
、
兵

庫
県
知
事
賞
、
兵
庫
県
議
会
議

長
賞　

ほ
か

【
応
募
方
法
】
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
ま
た
は
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
用
紙
は

当
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
展
覧
会
会
期
】
11
月
13
日
㈮

～
15
日
㈰
（
３
日
間
）、
10
時

～
17
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

【
場
所
】
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ

ー
本
館
２
階
大
展
示
室
（
神
戸

市
灘
区
原
田
通
３
‐
８
‐
30
）

【
表
彰
式
】
11
月
15
日
㈰
13
時

～
、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
別

館
４
階
４
０
１
号
室

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】
当

協
会
「
全
国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー

ル
」
係

新
規
事
業

県
立
美
術
館
・
博
物
館
も
再
開

日
時
指
定
予
約
の
施
設
も

　

県
内
の
美
術
館
や
博
物
館
も

続
々
と
再
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。

　

入
館
者
数
を
制
限
す
る
た
め

日
時
指
定
に
よ
る
事
前
予
約
制

を
採
用
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す

の
で
、
訪
れ
る
際
に
は
各
施
設

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
最
新

情
報
や
注
意
事
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

兵
庫
県
立
美
術
館

特
別
展
「
ミ
ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン

／
皆
川
明 

つ
づ
く
」
㊐
７
月

３
日
㈮
～
11
月
８
日
㈰
○時
10

時
～
18
時
（
金
・
土
曜
日
は
20

時
ま
で
）
※
日
時
指
定
に
よ
る

事
前
予
約
制
☎
０
７
８
・
２
６

２
・
０
９
０
１

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館

臨
時
展
示
「
ア
ジ
ア
初
！
海
の

地
層
で
見
つ
か
っ
た
７
２
０
０

万
年
前
の
海
鳥
化
石
」
㊐
８
月

31
日
㈪
ま
で
○時
10
時
～
17
時
☎

０
７
９
・
５
５
９
・
２
０
０
１

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

テ
ー
マ
展
示
室
・
発
掘
ひ
ろ
ば

再
開
、
企
画
展
「
金
銀
銅
の
考

古
学
」
㊐
７
月
23
日
（
木
・
祝
）

～
８
月
30
日
㈰
○時
９
時
30
分

～
18
時
☎
０
７
９
・
４
３
７
・

５
５
８
９

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

特
別
展
「
驚
異
と
怪
異
―
モ
ン

ス
タ
ー
た
ち
は
告
げ
る
―
」

㊐
８
月
16
日
㈰
ま
で
○時
10
時

～
17
時
※
日
時
指
定
チ
ケ
ッ
ト

制
☎
０
７
９
・
２
８
８
・
９
０
１

１兵
庫
陶
芸
美
術
館

特
別
展
「
Ｔ
ｈ
ｅ
備
前
―
土
と

炎
か
ら
生
ま
れ
る
造
形
美
―
」

㊐
７
月
26
日
㈰
ま
で
○時
10
時

～
18
時
☎
０
７
９
・
５
９
７
・

３
９
６
１

に
は
泉
麻
衣
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
県
下
各

地
の
文
化
施
設
で
も
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
２
面
に
関
連
記
事
。

お
知
ら
せ

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
今
月
号
の
「
す
ず

か
け
」
は
４
ペ
ー
ジ
で
お
届
け

し
ま
す
。



■兵庫県いけばな協会展〈₁階〉㊐₇月
₄日㈯～₅日㈰○時₁₀時～₁₆時、初日は₁₃
時～○料 無料○内いけばな約₂₀瓶
■第₅3回 兵庫県平和美術展〈₂階〉㊐
₇月₂₂日㈬～₂₆日㈰○時₁₀時～₁₈時、最
終日は～₁₇時○料 無料○内油彩、水彩、工
芸、水墨画ほか約₂₀₀点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈₁階ロビー〉泉麻衣子 ピアノコンサ
ート㊐₇月₁₁日㈯₁₄時○料 無料出ピアノ
／泉麻衣子＊いけばな／熊原恵甫(兵
庫県いけばな協会／未生真流)
■兵庫県写真作家協会新進作家選抜展

〈₁階サロン内〉㊐₇月₃₁日㈮まで○時₁₀
時～₁₇時、最終日は～₁₆時㊡水・日曜
日○料 無料○内₇人の写真作品

■傘寿・画集刊行記念 羽田英彦展〈本
館₁階〉㊐₇月₂₂日㈬～₂₆日㈰○時₁₀時～₁₇
時、最終日は～₁₆時○料無料○内洋画約₄₀点
■西陣美術織 平山郁夫シルクロード
展〈東館₁階〉㊐₇月₂₂日㈬～₂₆日㈰○時
₁₀時～₁₇時、最終日は～₁₆時○料 無料○内
西陣美術織約₅₀点

物情報催
イベントガイド

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料 ＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場 ＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

※『横尾忠則の髑髏まつり』は開催中
止となりました。
■≪会期延長≫
兵庫県立横尾救急病院展
㊐₈月₃₀日㈰まで○時₁₀時～₁₈時、入場は
閉館の₃₀分前まで㊡月曜日、ただし祝
休日の場合は翌平日○料 一般₇₀₀円（当
協会友の会会員は₅₅₀円）、大学生₅₅₀
円、₇₀歳以上₃₅₀円、高校生以下無料
○内美術家・横尾忠則の肉体と生活・創
作との関係を探ることを目的に、横尾
忠則現代美術館に兵庫県立横尾救急病
院を期間限定で開院。大小様々な病歴
を持つ横尾の「病気」にまつわる作品
や、病床での日記、入院中のスケッチ
などを紹介します。※横尾氏の意向に
より₆月₁₉日から展示内容を一部アッ
プデートしました。コロナ禍の象徴と
なったマスクのイメージを展開させた
ヴィジュアル・メッセージ＂Ｗｉｔｈ Ｃｏｒｏｎａ＂
シリーズなどを展示しています。

■志村ふくみ展　いのちを織る
㊐₇月₄日㈯～₈月₃₀日㈰○時₁₀時～₁₇時、
入場は閉館の₃₀分前まで㊡月曜日、た
だし祝休日の場合は翌平日○料 一般₁₀₀₀
円、大高生₆₀₀円、中小生₂₀₀円○内滋賀
県立近代美術館が所蔵するコレクショ
ンを中心に、染織家・志村ふくみの約
₆₀年にわたる創作の歩みと、その芸術
の核心に迫ります。約₁₀₀点。○場 問姫
路市立美術館☎₀₇₉・₂₂₂・₂₂₈₈

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

　ふれあいの祭典

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・7月号 令和 2 年 7 月 1 日　⑵

公
立
文
化
施
設
利
用

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催

し
、
気
軽
に
音
楽
を
楽
し
め

る
と
親
し
ま
れ
て
い
る
「
兵

庫
県
民
会
館
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
、
県
内
各
地
の
公

立
文
化
施
設
で
も
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
公
演

の
中
止
や
延
期
が
続
き
、
活

動
の
場
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
県
内
の
新
進
・
若
手
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
に
気
軽
に

音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
機
会
を
広
く
提
供
す
る
も

の
で
す
。

　

兵
庫
県
内
で
活
躍
す
る
音

楽
家
に
よ
る
良
質
な
生
演
奏

が
、
地
元
で
、
無
料
で
、
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

公
演
の
案
内
は
当
紙
に
も

掲
載
し
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
文
化
施
設
で
行
わ
れ
る
際

に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典
　

ふ
れ
あ
い
の
祭
典 

文
芸

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
外
出

を
控
え
て
い
る
今
、
文
芸
作

品
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
応
募
料
】１
０
０
０
円
（
無

記
名
の
郵
便
定
額
小
為
替
を

歌
稿
に
同
封
）

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
ま

た
は
Ａ
４
の
原
稿
用
紙
に
〒

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
作
品
一
首
（
楷

書
）
を
明
記
し
、
応
募
料
を

添
え
て
郵
送
。

【
応
募
先
】
〒
６
７
５
‐
０

０
１
６ 

加
古
川
市
野
口
町

長
砂
１
２
１
７ 

新
屋
修
一

方
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
兵
庫

短
歌
祭
作
品
係
」
☎
０
７
９

・
４
２
３
・
５
１
６
８

【
締
切
】
８
月
21
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）

【
選
者
】
阿
木
津 

英
、
塚
本

靑
史
、
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ

顧
問
・
幹
事 

ほ
か

【
発
表
大
会
】
11
月
21
日
㈯

12
時
30
分
（
兵
庫
県
民
会
館

け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
）

【
作
品
】
自
作
詩
（
テ
ー
マ

は
自
由
、
３
分
以
内
。
発
表

大
会
で
朗
読
で
き
る
方
※
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
応
募
料
】
無
料

【
応
募
方
法
】
〒
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募
。

【
応
募
先
】
〒
６
７
０
‐
０

０
６
１ 

姫
路
市
西
今
宿
３

‐
１
‐
９
‐
７
０
２ 

大
西

隆
志
方
「
兵
庫
県
現
代
詩
協

会
」、furadou.t@

gm
ail.com

【
締
切
】８
月
31
日
㈪（
必
着
）

【
発
表
大
会
】
10
月
３
日
㈯

13
時
30
分（
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

「兵庫短歌祭」
「詩のフェスタひょうご」

【
作
品
】
一
人
一
首
（
歌
題

な
し
。未
発
表
作
品
に
限
る
）

兵
庫
短
歌
祭

詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご

令和元年度
「亀高文子記念－赤艸社賞」

受賞記念

藤
ふ じ い

飯千尋 展
県民会館で7月21日㈫～

　
「
亀
高
文
子
記
念
―
赤
艸
社

賞
」
は
、
１
９
２
４
年
に
神

戸
で
最
初
の
女
性
の
た
め
の

画
塾
・
赤
艸
社
女
子
洋
画
研

究
所
を
設
立
し
た
画
家
・
亀

高
文
子
氏
に
ち
な
む
も
の
で
、

女
性
洋
画
家
を
対
象
と
し
て

平
成
４
年
度
に
創
設
さ
れ
、

当
協
会
が
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
元
年
度

受
賞
者
の
藤
飯
千
尋
さ
ん
の

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
会
期
】
７
月
21
日
㈫
～
８

月
５
日
㈬

【
開
館
時
間
】
９
時
～
21
時

【
休
館
日
】
会
期
中
無
休

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
1

階
特
別
展
示
室 

ガ
ラ
ス
面

前
壁
面

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
芸

術
文
化
協
会「
藤
飯
千
尋
展
」

係
☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２

０
０
２

藤飯　千尋

伝
統
文
化
体
験
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

日
本
の
伝
統
文
化
に
気
軽

に
触
れ
て
い
た
だ
く
伝
統
文

化
体
験
教
室
。
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
安
心
・
安
全
に
体
験

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
対
策

を
講
じ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

◆
お
琴
の
ス
ス
メ

　

日
本
の
伝
統
楽
器「
お
琴
」

の
弾
き
方
を
学
び
、
実
際
に

演
奏
し
ま
す
。
音
色
の
美
し

さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
７
月
31
日
㈮
13
時

30
分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
兵
庫
県
箏
絃
連
盟

【
募
集
人
員
】５
名（
先
着
順
）お琴のススメ練習風景

◆ 

押
し
花
で
ラ
ン
チ
ョ
ン

マ
ッ
ト
を
作
ろ
う

　

カ
ラ
フ
ル
な
押
し
花
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
お
気
に
入

り
の
写
真
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

（
Ｂ
４
版
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ

ィ
ル
ム
製
）
を
作
り
ま
す
。

【
日
時
】８
月
22
日
㈯
▼
１
回

目
13
時
15
分
～
▼
２
回
目
14

時
45
分
～（
各
回
約
１
時
間
）

【
講
師
】
兵
庫
県
婦
人
手
工

芸
協
会

【
教
材
費
】１
０
０
０
円（
１
個
）

【
募
集
人
員
】
各
回
３
組
６

名
程
度
（
先
着
順
）

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
・
和

風
会
議
室
（
楠
園
亭
）

＊
和
室
の
教
室
で
す
。
イ
ス

が
必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
参
加
料
】
無
料

︻
申
込
方
法
︼氏
名
、〒
住
所
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
年
齢
、

希
望
講
座
名
、「
押
し
花
」

は
希
望
の
回
を
ご
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
当
協
会（
１
面
参
照
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▶参加者のみなさまへのお願い
　・マスクを着用ください
　・ 受付時の検温にご協力くだ
さい

　・ 手洗い・手指の消毒にご協
力ください

▶当協会の取り組み
　・ 職員の体調管理、衛生対策
の徹底

　・屋外での受付
　・イスなど施設設備の消毒
　・室内の換気強化
　・ 座席間（「押し花」はグルー
プごと）の距離の確保

新型コロナウイルス感染症対策

☆ 作品を募集します ☆

新規事業

音楽会、講演会、研修会、展覧会、パーティーなどにご利用いただけます。
ホール専用（2台）のプロジェクター（レーザー光源 5,200ルーメン）を導入。（無料）

会議室専用（2台）のプロジェクター（レーザー光源 5,000ルーメン）も導入。（無料）

9階けんみんホール（360席）

駐車場37台完備（24時間営業）

11階パルテホール（150席）

お申込み・お問い合わせ

※空室情報はホームページで随時更新中

T E L. 078-321-2131
FAX. 078-321-2138

http://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通
                   4丁目16番3号

【アクセス】
地下鉄山手線「県庁前駅」下車
すぐ
JR神戸線「元町駅」・阪神本線

「元町駅」下車、北へ徒歩約7分

兵
庫
県
民
会
館

新しいピアノや反響板を設置し、リニューアル
して生まれ変わりました。

講演会、研修会、パーティー会場とし
てご利用いただけます。



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・7月号⑶　令和 2 年 7 月 1 日

　

兵
庫
県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ホ
ー
ル

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
文
化

施
設
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
展

覧
会
の
中
止
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
か
ら
、
芸
術
文
化
フ

ァ
ン
へ
の
鑑
賞
機
会
の
提
供

と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
活

動
の
場
の
提
供
を
目
的
に
、

S
N
S
な
ど
を
活
用
し
た
新

た
な
動
画
等
配
信
事
業
「
が

ん
ば
ろ
う
ひ
ょ
う
ご
！ 

つ

な
が
ろ
う
ア
ー
ト
！
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

佐渡 裕

Ⓒ飯島隆

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
　
再
開
へ
の
ス
テ
ッ
プ

心
の
広
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

兵庫県芸術文化協
会友の会会員は、
主催公演を1割引
で鑑賞できます（本
人のみ、事前電話
予約・要会員証）
アクセス
■ＪＲ宝塚線塚口駅
から徒歩約5分
■阪急神戸線塚口
駅から徒歩約8分

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
＆
県
民
芸
術
劇
場
Ｐ
Ｒ
動
画

動
画
配
信
開
始

アーティスト動画１本目はピアニスト
の崎谷明弘さんの作品です

　

当
協
会
で
も
動
画
配
信
サ

ー
ビ
ス
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

に
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設

し
て
、
動
画
配
信
を
開
始
し

ま
し
た
。「
ひ
ょ
う
ご
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
動
画
配
信
事
業
」

で
は
、
兵
庫
県
に
関
わ
り
の

深
い
新
進
・
若
手
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
出
演
・
制
作
し
た
器

楽
や
声
楽
、
能
楽
、
舞
踊
、

落
語
、
絵
画
、
現
代
ア
ー
ト

な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

動
画
作
品
が
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

っ
た
け
ど
、
こ
れ
ま
で
な
か

な
か
鑑
賞
す
る
機
会
が
な
か

っ
た
、
そ
ん
な
方
々
も
ぜ
ひ

ご
自
宅
で
気
軽
に
鑑
賞
し
て

く
だ
さ
い
。

【
主
な
配
信
予
定
団
体
】

　

淡
路
人
形
座
、
大
蔵
流
狂

言
善
竹
会
、
関
西
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
人
形

劇
団
ク
ラ
ル
テ
、
兵
庫
県
立

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
、
和
太
鼓
松

村
組　

ほ
か

（
五
十
音
順
）

心
・
土
・
釉
・
炎
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

小
倉
健
陶
芸
展

　

明
石
市
出
身
の
小
倉
健
氏

（
平
成
20
年
度
兵
庫
県
文
化

賞
受
賞
）
の
展
覧
会
が
県
公

館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
石
焼
の
伝
統
的
な
技
法

を
踏
ま
え
つ
つ
新
た
な
技
術

を
加
え
た
、
独
創
的
で
モ
ダ

ン
な
作
品
は
、
四
季
や
海
、

山
、
野
鳥
な
ど
を
題
材
に
、

自
然
と
の
対
話
か
ら
生
命
感

と
美
の
リ
ズ
ム
を
体
感
し
、

そ
の
心
象
で
、
姿
、
形
、
色

彩
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
小
倉

氏
の
、
土
の
フ
ォ
ル
ム
と
釉

彩
の
調
和
の
中
に
詩
情
を
盛

り
込
む
創
作
陶
芸
の
数
々
を

展
覧
し
ま
す
。

【
会
期
】
８
月
22
日
㈯
ま
で

（
日
曜
・
祝
日
は
休
館
）

場
合
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
県
政

資
料
館
「
兵
庫
の
文
化
」
展

示
室
（
展
示
室
７
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
企

画
県
民
部
知
事
公
室
秘
書
課

儀
典
室
☎
０
７
８
・
３
６
２

・
３
８
２
３

県民芸術劇場とは
県民の皆さまに優れた舞台
芸術を身近に鑑賞・体験し
ていただこうと、兵庫県芸
術文化協会が県からの補助
を受け市町とともに経費の
一部を負担し、県内の芸術
団体の協力を得て県内各地
で開催するものです。
《分野》音楽、演劇、ミュー
ジカル、舞踊、伝統芸能

　

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
感
染
防
止
策
を
徹
底
し

た
上
で
、
段
階
的
に
公
演
を

行
う
〈
心
の
広
場
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〉
を
開
始
し
ま
す
。
７

月
か
ら
は
、
入
場
者
数
を
制

限
し
た
各
ホ
ー
ル
で
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
公
演
を
開
催
。
ひ
ょ

う
ご
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
支
援
基
金
へ
入
場
料
収

入
を
全
額
寄
付
し
ま
す
。

※
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
先
行

予
約
会
員
に
ご
登
録
い
た
だ

け
る
方
の
み
購
入
可
。

※
ご
来
場
時
の
お
願
い
は
、

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
際
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

■
剣 

幸　

朗
読
コ
ン
サ
ー

ト
出
剣 

幸
㊐
７
月
18
日
㈯

○時
15
時
30
分
○場
阪
急
中
ホ
ー

ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○料
１
０
０
０
円
（
６
月
27
日

㈯
発
売
）

■
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ア
ン
コ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
出
ピ
ア
ノ

／
酒
井
有
彩
㊐
７
月
19
日
㈰

○時
14
時
○場
神
戸
女
学
院
小
ホ

ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○料
５
０
０
円
（
６
月
27
日
㈯

発
売
）

■
能
囃
子
コ
ン
サ
ー
ト
出
小

鼓
／
成
田
達
志
、
大
鼓
／
山

本
哲
也
、
笛
／
竹
市 

学
、

太
鼓
／
前
川
光
範
㊐
７
月
22

日
㈬
○時
15
時
30
分
○場
阪
急
中

ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
）
○料
１
０
０
０
円
（
６
月

27
日
㈯
発
売
）

■
ど
ん
な
時
も　

歌
、
歌
、

歌
！　

～
佐
渡
裕
の　

オ
ペ

ラ
で
会
い
ま
し
ょ
う
出
指
揮

／
佐
渡 

裕
、
歌
唱
／
並
河

寿
美
、
大
山
大
輔　

ほ
か
、

ひ
ょ
う
ご
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ

ペ
ラ
合
唱
団
メ
ン
バ
ー
、
管

弦
楽
／
兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
管
弦
楽
団
㊐
７
月
23
日

（
木
・
祝
）、
24
日
（
金
・
祝
）

○時
両
日
15
時
○場
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
）
○料
３
０
０
０
円

（
６
月
28
日
㈰
発
売
）

  

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
第
69
回
公
演
／

  

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
波
の
上
の
キ
ネ
マ
」

出
演
俳
優
募
集

原作＝増山 実「波の上のキネマ」
（集英社刊）

脚本・演出＝岩崎正裕（劇団太陽族）

　

感
動
と
興
奮
の
小
説
、
待

望
の
舞
台
化
！

　

閉
館
の
危
機
に
あ
る
尼
崎

の
小
さ
な
映
画
館
の
経
営
者

が
、
創
業
者
で
あ
る
祖
父
の

人
生
を
た
ど
る
こ
と
に
。
脱

出
不
可
能
と
言
わ
れ
た
絶
海

の
島
で
の
壮
絶
な
運
命
、
そ

こ
に
差
す
希
望
の
光
と
は
―

―
　

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
と
関
西
で

活
躍
す
る
演
劇
人
の
力
を
広

く
結
集
し
て
上
演
す
る
ピ
ッ

コ
ロ
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
第
12
弾
！

　

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員
と
と
も

に
、
舞
台
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
俳
優
を
募
集

し
ま
す
。

【
日
程
】
令
和
３
年
２
月
19

日
㈮
～
21
日
㈰　

５
回
公
演

【
会
場
】兵
庫
県
立
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー 

阪
急 

中
ホ
ー
ル

【
応
募
資
格
】

①
関
西
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
男
女
俳
優

②
令
和
３
年
１
月
上
旬
か
ら

の
稽
古
か
ら
公
演
ま
で
の
全

日
程
に
参
加
で
き
る
方

※
未
経
験
者
は
応
募
不
可　

【
審
査
概
要
】

①
１
次
審
査
（
書
類
審
査
）

応
募
締
切
８
月
２
日
㈰
必

着
、
合
否
結
果
は
応
募
者
全

員
に
郵
送
な
ど
で
通
知

②
２
次
審
査
（
実
技
・
面
接
）

１
次
審
査
合
格
者
の
み
２
次

審
査
を
受
験
、
日
時
８
月
18

日
㈫
19
時
～

【
応
募
方
法
】
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
に
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
「
波
の
上
の

キ
ネ
マ
」
出
演
俳
優
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
係

〒
６
６
１
‐
０
０
１
２ 

兵

庫
県
尼
崎
市
南
塚
口
町
３
‐

17
‐
８
☎
０
６
・
６
４
２
６

・
８
０
８
８（
劇
団
直
通
）Ｆ

Ａ
Ｘ
０
６
・
６
４
２
６
・
１
９

４
３
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp
：//

hyogo

‐arts.or.jp/piccolo

【
開
館
時
間
】９
時
～

17
時
（
土
曜
日
は
10

時
～
16
時
）
※
当
面

の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
土
曜
日

は
休
館
。

土
曜
日
を
再
開
す
る

　

ま
た
、「
県

民
芸
術
劇

場
」
の
登
録

団
体
に
よ
る

来
年
度
の
公

演
演
目
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
も
順

次
配
信
す
る

予
定
で
す
。

　

興
味
は
あ

並河 寿美大山 大輔

※
料
金
は
す
べ
て
全
席
指
定

・
税
込
み

※
未
就
学
児
童
は
ご
入
場
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

●食虫植物特別展示　7/18 ～ 9/8
～ 100種類　1,000株～

●食虫植物教室【要予約】
7/26・8/2(各日13：00 ～)

●植物スケッチ展　7/10 ～ 8/4
●植物スケッチ教室【要予約】7/12(10:00 ～ 12:00)
●フラワーセンターに咲く花写真展 ～春夏編～　8/8 ～ 8/21
●フラワーセンターに咲く花写真展 ～秋冬編～　8/22 ～ 9/8 〒679-0187 兵庫県加西市豊倉町飯森1282-1

TEL（0790）47-1182  FAX（0790）47-1561
兵庫 フラワーセンター 検索

食虫植物特別展示

園内には、　　　　　　　　　　　もあります。
TEL 0790-47-2212
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伊丹市役所

阪急伊丹駅
寺本伊丹線 ＪＲ伊丹駅

至 尼崎

有岡城跡の石碑

猪名野神社

柿衛文庫●

有岡城跡の輪郭線

●上臈塚砦         

●

鵯塚砦●

阪
急
伊
丹
線

J
R
宝
塚
線

白雪ブルワリービレッジ長寿蔵白雪ブルワリービレッジ長寿蔵

334

332
13

13

す
。
そ
こ
へ
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
来

る
」
の
主
人
公
明
智
光
秀
は

信
長
の
意
を
受
け
て
糾
問
の

使
者
と
し
て
訪
れ
ま
す
。
い

っ
た
ん
は
光
秀
の
意
向
を
受

け
て
村
重
は
信
長
の
も
と
へ

釈
明
に
行
こ
う
と
し
ま
す

が
、
結
局
は
軍
事
対
決
に
い

た
り
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け
て
国こ
く
じ
ん人
と
よ
ば

れ
る
地
元
の
武
士
の
伊
丹
氏

が
勢
力
を
伸
ば
し
、
館
を
築

き
伊
丹
城
と
し
て
い
ま
し

た
。
信
長
の
武
将
と
な
っ
て

頭
角
を
現
し
た
荒
木
村
重
は

１
５
７
４
（
天
正
２
）
年
、

伊
丹
氏
を
追
放
し
て
入
城

し
、
大
改
修
を
し
て
有
岡
城

と
名
前
を
変
え
ま
し
た
。

　

本
丸
の
あ
る
主
郭
部
の
西

に
侍
を
集
住
さ
せ
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
西
に
町
家
を
造
り

ＪＲ伊丹駅のすぐ西にある有岡城跡

　

お
城
巡
り
の
２
回
目
は
、

伊
丹
市
に
あ
る
有
岡
城
跡
で

　

光
秀
に
は
娘
が
三
人
（
四

人
説
も
あ
る
）
い
て
そ
の
一

人
は
村
重
の
嫡
男
の
正
室
で

し
た
。
余
談
で
す
が
、
娘
の

う
ち
の
一
人
は
あ
の
細
川
ガ

ラ
シ
ャ
で
す
。
娘
た
ち
は
み

な
美
人
で
有
名
で
し
た
。

　

籠
城
戦
は
一
年
近
く
に
及

び
ま
す
が
、
村
重
は
１
５
７

舞
踊
指
導
60
年 

体
力
の
限
り
精
進

第271回

令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞
者

古
典
舞
踊
家 

島し
ま
だ田

　
幸こ

う
と
う桐

さ
ん

素
顔
拝
見

　

古
典
舞
踊
島
田
流
を
わ
か

り
易
く
創
作
し
指
導
、
普
及

に
努
め
て
60
余
年
。

　

84
歳
の
今
も
現
役
舞
踊
家

で
高
砂
市
舞
踊
協
会
「
古
典

舞
踊
乃
会
」
を
毎
年
主
催
す

る
一
方
、
幅
広
い
活
動
で
伝

統
文
化
高
揚
に
貢
献
し
て
い

る
幸
桐
さ
ん
。
今
春
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
で
の
緊
急
事
態
宣
言
で

残
念
な
思
い
を
味
わ
っ
た
。

今
年
の
開
催
で
節
目
の
50
回

目
と
な
る
同
舞
踊
乃
会
の
発

表
会
が
３
月
、
５
月
と
二
度

も
中
止
と
な
り
、
令
和
３
年

く
派
手
で
魅
力
的
だ
が
、
約

束
事
も
多
く
て
難
し
い
。
家

元
ら
か
ら
口
伝
え
や
見
ま
ね

で
覚
え
ま
し
た
よ
。
だ
か
ら

現
在
の
人
に
よ
く
分
か
る
よ

う
に
と
創
作
・
作
曲
を
し
直

し
て
い
る
の
で
す
。
作
曲
の

勉
強
も
し
ま
し
た
」
と
幸
桐

さ
ん
。

　

西
宮
市
出
身
。
芸
事
が
好

き
だ
っ
た
母
に
連
れ
ら
れ
て

幼
い
こ
ろ
か
ら
宝
塚
や
三
宮

で
観
劇
を
重
ね
る
う
ち
舞
踊

に
興
味
を
深
め
、
所
作
も
自

ん
、
夫
の
代
野
孝
さ
ん
、
長

女
の
有
香
さ
ん
の
３
人
が
他

団
体
関
係
者
ら
と
パ
リ
を
訪

問
、ベ
ル
サ
イ
ユ
で
２
日
間
、

日
本
舞
踊
を
披
露
し
た
こ

と
。
幸
桐
さ
ん
は
「
浦
島
」、

有
香
さ
ん
が
「
晒さ
ら
し
め女
」
を
舞

い
、
満
員
の
観
客
を
喜
ば
せ

た
。「
堂
々
と
舞
い
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
・
ト
レ
ド
で
は
つ

た
な
い
英
語
で
高
砂
市
を
Ｐ

Ｒ
。
有
意
義
な
旅
で
し
た
」

　

ま
た
幸
桐
さ
ん
は
45
年
前

か
ら
、
毎
年
10
月
上
旬
に
催

さ
れ
る
荒
井
神
社（
高
砂
市
）

の
秋
祭
り
の「
仁に

わ

か
輪
加
太
鼓
」

で
、
屋
台
で
寸
劇
・
演
舞
す

る
男
装
し
た
女
児
（
舞
子
）

の
振
り
付
け
・
指
導
・
衣
装

づ
く
り
・
小
道
具
製
作
な
ど

に
積
極
的
に
協
力
し
取
り
組

み
続
け
て
い
る
。
忠
臣
蔵
な

ど
毎
年
変
わ
る
テ
ー
マ
に
合

っ
た
振
り
付
け
を
考
案
す
る

な
ど
大
変
だ
。
今
秋
、
秋
祭

り
を
行
う
か
ど
う
か
は
い
ま

の
と
こ
ろ
未
定
。気
が
か
り
だ
。

　

血
色
は
良
く
、
よ
く
通
る

明
る
い
声
⋮
健
康
そ
の
も

の
。「
母
を
亡
く
し
健け
な
げ気
に

頑
張
る
２
人
の
孫
に
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
う
え
、
絶
え

ず
動
き
回
っ
て
い
る
か
ら
健

康
な
ん
で
し
ょ
う
。
体
力
の

続
く
限
り
舞
踊
の
継
承
に
精

進
し
て
い
き
た
い
で
す
」

３
月
28
日
㈰
に
延
期
さ
れ
た

か
ら
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
刷

り
上
が
り
演
目
の
舞
も
ほ
ぼ

仕
上
が
っ
て
い
た
。
幸
桐
さ

ん
は
「
皆
さ
ま
の
安
全
が
第

一
で
す
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
来
春
は
演
目
を
変
え
る

な
ど
工
夫
し
喜
ん
で
も
ら
え

る
発
表
会
を
や
り
と
げ
ま

す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

幸
桐
さ
ん
に
よ
る
と
、
島

田
流
の
発
祥
時
期
な
ど
は
定

か
で
な
い
が
、
明
治
時
代
に

神
戸
・
新
開
地
周
辺
で
は
や

り
各
地
に
広
ま
っ
た
ら
し

い
。「
古
典
舞
踊
島
田
流
の

舞
（
所
作
）
は
手
振
り
が
多

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と

答
え
た
。
芸
名
は
島
田
幸こ
う
家

元
（
故
人
）
の
幸
に
、
樹
木

で
好
き
な
桐
で
幸
桐
に
。
家

元
の
逝
去
後
に
島
田
流
桐
派

家
元
島
田
幸
桐
を
名
乗
っ
て

活
動
。
１
９
５
５
年
か
ら
古

典
舞
踊
の
指
導
を
始
め
た
。

古
典
舞
踊
乃
会
は
幸
家
元
が

古
典
舞
踊
の
魅
力
を
伝
え
よ

う
と
結
成
。
現
在
、
正
会
員

は
約
50
人
と
い
う
。

　

思
い
出
深
い
の
は
、
87
年

に
文
化
庁
の
依
頼
で
幸
桐
さ

然
と
身
に
つ
い
た
。
小

学
生
の
時
、
疎
開
先
の

姫
路
で
地
元
の
人
に
勧

め
ら
れ
る
と
舞
台
に
上

っ
て
舞
い
踊
っ
た
。
高

砂
市
に
移
住
し
家
元
に

舞
踊
を
師
事
し
た
際
、

「
何
で
上
手
に
踊
れ
る

の
」
と
聞
か
れ
「
音
楽

を
聞
く
と
振
り
付
け
が

浮
か
ん
で
く
る
の
。
と

高砂市制₆0周年記念事業の古典舞踊
乃会で創作舞踊「天竺徳兵衛」を舞う
幸桐さん＝200₅年₃月、同市文化会館

令和元年の寸劇のテー
マ忠臣蔵で、大石内蔵
助役の船越彩芭（いろ
は）さん（左）を指導
する幸桐さん＝荒井神
社で

自宅の稽古場で記念の楯を手
に「受賞はびっくりしました」と幸
桐さん。県立加古川西高校卒。
高砂市がブライダル都市宣言
した1988年に「尉（じょう）と姥

（うば）」のいわれについての創
作舞踊を発表。感謝状多数。
高砂市文化功労賞、兵庫県こ
うのとり賞受賞。高砂市在住

９
（
天
正
７
）
年
に
単
身
、

有
岡
城
を
出
て
嫡
男
の
い
る

尼
崎
城
へ
移
り
ま
す
。
逃
亡

で
は
な
く
て
、
毛
利
氏
に
援

軍
を
頼
も
う
と
し
た
の
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
さ

ら
に
中
国
地
方
へ
逃
れ
ま
し

た
。
信
長
が
１
５
８
２
（
天

正
10
）
年
、
本
能
寺
の
変
で

光
秀
に
討
た

れ
ま
す
と
、

村
重
は
堺
に

入
り
ま
す
。

秀
吉
が
覇
権

を
握
る
と
茶

人
と
し
て
仕

え
た
の
で
し

た
。

　

江
戸
時

代
、
伊
丹
は

酒
造
り
で
栄

え
ま
す
。
そ

れ
ら
の
場
所

は
、
有
岡
城

と
し
て
整
備

城跡訪ねて

兵庫の

有
岡
城
跡
（
伊
丹
市
宮
ノ
前
3
丁
目
地
内
ほ
か
）

信
長
に
反
逆
し
た
荒
木
村
重
の
居
城
跡

繁
栄
の
礎
築
い
た
町
づ
く
り

城跡一帯は公園に整備されています
ま
し
た
。
城
郭
の
中

に
武
士
集
団
や
町
民

を
住
ま
わ
せ
る
つ
く

り
を
「
惣
そ
う
が
ま
え
構
」
と
い

う
そ
う
で
す
。
東
西

８
０
０
㍍
、
南
北
１

７
０
０
㍍
の
城
は
堀

と
土
塁
で
囲
い
、
堅

固
な
守
り
を
誇
り
ま

し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会

の
宣
教
師
、
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
は
「
甚

だ
壮
大
に
し
て
見
事

砦
跡
は
市
街
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

昼
食
は
、
有
岡
城
跡
に
近

い
白
雪
ブ
ル
ワ
リ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
長
寿
蔵
で
ラ
ン
チ
を
食
し

ま
し
た
。
撮
影
の
た
め
い
っ

ぺ
ん
に
並
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
一
品
ず
つ
出
て
き
ま

さ
れ
た
か
つ
て
の
町
づ
く
り

が
基
礎
と
な
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。

　

主
郭
部
付
近
の
東
側
は
明

治
に
な
っ
て
鉄
道
建
設
で
か

な
り
削
ら
れ
ま
し
た
。
北
、

西
、南
の
要
所
に
設
け
た「
岸

ノ
砦
と
り
で」「
上
じ
ょ
う
ろ
う
づ
か

臈
塚
砦
」「
鵯
ひ
よ
ど
り
づ
か
塚

砦
」
の
あ
と
を
見
ま
し
た
。

岸
ノ
砦
跡
は
猪
名
野
神
社
に

見
ら
れ
ま
す
。
他
の
二
つ
の

す
。
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
の
す
ぐ
西

に
城
跡
は
あ
り
ま
す
。
一
帯

は
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
て
、

歩
く
と
井
戸
の
あ

と
や
建
物
の
礎
石

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
、

織
田
信
長
の
配
下

の
武
将
荒
木
村
重

が
大
改
修
し
有
岡

城
と
名
付
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
村

重
は
突
然
、
信
長

に
反
旗
を
翻
し
ま

な
る
城
」
と
評
し
ま
し
た
。

　

１
５
７
８
（
天
正
６
）年
、

村
重
が
謀
反
を
企
て
た
理
由

は
、
そ
の
こ
ろ
信
長
と
対
立

し
て
い
た
本
願
寺
へ
村
重
が

ひ
そ
か
に
米
を
送
っ
た
の
が

露
見
し
た
た
め
だ
、
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
い
ま
だ

に
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

岸ノ砦跡のある猪名野神社

白雪ブルワリービレッジ長寿蔵の
ランチ（20₅0円、税込み）

す
。

　

食
後
は

柿か
き
も
り衞
文
庫
を

見
ま
し
た
。

俳
句
の
活
発

な
活
動
は
、

酒
造
り
に
よ

る
経
済
力
が

も
た
ら
し
た

の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

▼
有
岡
城
跡
＝
₁
₉
₇
₉

年
国
史
跡
指
定
。
１
９
８

８
年
、
伊
丹
市
伊
丹
１
丁

目
地
内
ほ
か
を
追
加
指

定
。
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
西
側
。

▼
猪
名
野
神
社
＝
伊
丹
市

宮
ノ
前
₃
丁
目
₆
ー
₁
。

☎
₀
₇
₂
・
₇
₈
₂
・
₂

₇
₀
₄
。

▼
白
雪
ブ
ル
ワ
リ
ー
ビ

レ
ッ
ジ
長
寿
蔵
＝
伊
丹
市

中
央
₃
丁
目
₄
︱
1₅
。
11

時
半
～
22
時
半
、
休
み
は

第
₂
火
曜
日
。
☎
₀
₇

₂
・
₇
₇
₃
・
₁
₁
₁
₁

▼
柿
衞
文
庫
＝
伊
丹
市
宮

ノ
前
₂
丁
目
₅
︱
20
。
書

籍
や
短
冊
な
ど
約
₉
₅
₀

₀
点
所
蔵
。
日
本
₃
大
俳

諧
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
10
時

～
18
時
、
月
曜
休
み
。
☎
₀

₇
₂
・
₇
₈
₂
・
₀
₂
₄
₄

友
の
会
特
典
施
設

優
待
内
容
の
変
更
に
つ
い
て

　

６
月
末
を
も
っ
て
左
記
友

の
会
特
典
店
舗
が
閉
店
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
施
設
名
】
兵
庫
県
民
会
館

内
店
舗　

地
下
１
階
レ
ス
ト

ラ
ン
、
１
階
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

「
ピ
ッ
コ
ロ
」


